
　

最
近
、
冷
凍
食

品
の
自
動
販
売
機

や
無
人
販
売
所
を

見
か
け
る
機
会
が

増
え
た
。
主
な
取

扱
品
目
は
ラ
ー
メ

ン
や
餃
子
な
ど
だ

が
、
例
え
ば
海
鮮

丼
の
具
な
ど
、
新

た
な
品
目
も
取
り
扱
わ
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、

ほ
と
ん
ど
の
品
目
は
、
調
理
又

は
加
温
が
必
要
な
も
の
で
あ
る

▼
冷
凍
食
品
の
加
工
技
術
の
向

上
に
よ
り
、
味
も
比
較
的
良
好

で
あ
り
、
か
つ
、
無
人
販
売
で

あ
る
た
め
低
コ
ス
ト
で
時
間
を

問
わ
ず
に
購
入
で
き
る
た
め
、

愛
用
し
て
い
る
方
も
多
い
の
で

は
な
い
か
。
た
だ
、
無
人
で
あ

る
た
め
低
コ
ス
ト
と
い
う
こ
と

は
、
そ
れ
だ
け
雇
用
の
機
会
が

少
な
く
な
る
と
い
う
側
面
も
あ

り
、
働
く
者
の
立
場
か
ら
考
え

る
と
、
複
雑
な
思
い
が
す
る
▼

た
だ
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、

自
動
販
売
機
も
無
人
販
売
所
も
、

商
品
を
供
給
し
、
代
金
を
回
収

す
る
労
働
者
が
い
な
い
限
り
、

事
業
は
成
り
立
た
な
い
。
そ
れ

以
前
に
、
販
売
す
る
品
目
を
製

造
す
る
労
働
者
が
い
な
い
限
り
、

事
業
は
成
り
立
た
な
い
▼
自
動

販
売
機
も
無
人
販
売
所
も
、
販

売
し
て
い
る
場
所
自
体
は
無
人

で
も
、
労
働
者
が
い
な
け
れ
ば

成
り
立
た
な
い
と
い
う
意
味
に

お
い
て
は
「
無
人
」
で
は
な
い
。

か
つ
て
の
缶
コ
ー
ヒ
ー
の
Ｃ
Ｍ

の
コ
ピ
ー
で
語
ら
れ
た
よ
う
に

「
世
界
は
誰
か
の
仕
事
で
で
き

て
い
る
」
の
で
あ
る
。
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３
月
４
日
、
県
職
連
合
第
33
回
・
県
職
労
第
１
２
９
回
臨
時
大
会
を
開
催
し
、
全
組
合

員
が
実
感
で
き
る
賃
金
・
諸
手
当
改
善
、
人
員
確
保
・
長
時
間
労
働
の
解
消
を
は
じ
め
、

新
採
加
入
の
取
り
組
み
、
８
月
の
盛
岡
市
議
会
議
員
選
挙
で
は
組
織
内
「
野
中
靖
志
」
勝

利
に
向
け
、
春
闘
方
針
を
確
立
し
意
思
統
一
を
は
か
っ
た
。
ま
た
、
組
合
員
の
賃
金
・
労

働
条
件
の
改
善
に
向
け
重
点
的
に
取
り
組
む
活
動
と
し
て
提
案
し
た
特
別
闘
争
資
金
の
徴

収
（
案
）
は
、
大
会
代
議
員
の
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
た
。

　
開
会
に
当
た
り
、
小
田
嶋
中

央
執
行
委
員
長
は
「
23
春
闘
を

は
じ
め
４
月
の
加
入
促
進
の
取

り
組
み
な
ど
、
当
面
す
る
県
職

労
の
闘
争
方
針
を
確
認
す
る
重

要
な
場
。
昨
年
は
ベ
ア
・
一
時

金
共
に
プ
ラ
ス
を
勝
ち
取
る
こ

と
が
出
来
た
が
、
物
価
高
騰
が

続
く
中
で
、
実
質
賃
金
は
マ
イ

ナ
ス
と
い
え
る
。民
間
春
闘
は
、

比
較
的
高
い
率
で
賃
金
改
定
が

出
さ
れ
る
と
の
報
道
も
さ
れ
て

い
る
が
、
一
方
で
、
原
油
高
で

会
社
は
運
営
経
費
の
確
保
の
た

め
、
賃
金
に
回
せ
る
か
不
安
も

抱
え
て
い
る
。
働
く
も
の
が
主

人
公
と
な
れ
な
い
社
会
の
中

で
、
会
社
の
運
営
コ
ス
ト
の
一

部
で
し
か
賃
金
を
捉
え
て
い
な

い
状
況
で
、
民
間
の
仲
間
は
頑

張
っ
て
闘
争
を
続
け
て
い
る
。

私
た
ち
公
務
職
場
は
、
３
月
の

民
間
賃
金
の
妥
結
結
果
を
、
秋

の
確
定
闘
争
で
４
月
で
の
遡
及

措
置
を
含
め
確
定
し
て
い
く
。

秋
の
要
求
に
向
け
、
春
闘
期
か

ら
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
重
要
な
取

り
組
み
と
い
え
る
。
活
発
な
意
見

交
換
、
積
極
的
な
討
論
を
い
た
だ

く
中
で
、
運
動
方
針
の
補
強
を
お

願
い
し
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

　

そ
の
後
、
伊
藤
裕
一
自
治
労

岩
手
県
本
部
執
行
委
員
長
の
来

賓
あ
い
さ
つ
、
野
中
靖
志
盛
岡

市
議
会
議
員（
県
職
労
組
織
内
）

の
政
治
活
動
報
告
も
さ
れ
、
夏

の
統
一
自
治
体
選
挙
に
向
け
と

も
に
た
た
か
う
決
意
も
述
べ
ら

れ
た
。

　

議
事
で
は
、春
闘
方
針
の
他
、

段
階
的
定
年
引
上
げ
に
伴
う
県

職
労
総
合
共
済
規
程
の
改
正

（
新
設
さ
れ
る
暫
定
再
任
用
職

員
及
び
定
年
前
再
任
用
短
時
間

 

３
月
８
日
、
県
職
労
は
23
春

闘
要
求
書
を
加
藤
人
事
課
長
に

提
出
し
、
次
年
度
の
人
員
配

置
、
人
事
異
動
課
題
を
は
じ

め
、
秋
の
確
定
闘
争
か
ら
の
継

続
課
題
な
ど
当
局
の
姿
勢
を
質

し
、
23
年
度
闘
争
の
要
求
・
交

渉
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。
主
な

回
答
は
次
の
と
お
り
。

【
諸
手
当
改
善
】

・
住
居
手
当
な
ど
人
事
委
員
会

勧
告
で
公
民
比
較
の
対
象
の
諸

手
当
は
、
県
民
へ
の
説
明
責
任

を
果
た
し
つ
つ
、
人
事
委
員
会

と
意
見
交
換
し
て
い
く
。

・
オ
ン
コ
ー
ル
手
当
の
創
設
に

つ
い
て
は
、
待
機
時
間
の
取
り

扱
い
も
含
め
他
県
の
状
況
等
を

踏
ま
え
適
切
に
対
応
し
て
い
く
。

【
人
員
配
置
】

・
新
採
用
は
１
３
０
人
程
度
。

専
門
職
は
、
社
会
福
祉
職
と
土

木
職
で
予
定
を
上
回
り
確
保
で

き
る
見
込
み
。
来
年
度
の
会
計

年
度
任
用
職
員
数
は
知
事
部
局

で
67
人
減
の
１
，５
０
１
人
。

・
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
定

数
は
今
年
度
を
上
回
る
44
人
の

見
込
み
。

・
２
０
２
３
年
度
を
初
年
度
と

す
る
定
数
等
管
理
計
画
で
は
、

復
興
業
務
分
の
定
数
は
計
画
の

対
象
外
と
し
、
通
常
業
務
分
は

今
年
度
と
同
水
準
を
維
持
。

【
人
事
異
動
】

・
可
能
な
限
り
早
期
内
示
に
努

め
て
い
る
が
、
職
員
個
々
の
希

望
や
家
庭
事
情
な
ど
を
把
握
し

進
め
る
必
要
が
あ
る
こ
と
な
ど
か

ら
、
15
日
の
内
示
と
な
っ 

た
。

【
今
後
の
取
り
組
み
】

　

県
職
労
は
、
人
員
配
置
に
つ

い
て
、
定
数
に
対
す
る
欠
員
以

上
に
職
場
で
感
じ
て
い
る
人
員

不
足
の
認
識
は
大
き
く
差
が
あ

る
こ
と
を
指
摘
し
、
実
態
を
踏

ま
え
た
人
員
配
置
を
強
く
求
め

た
。
ま
た
、
人
事
異
動
に
つ
い

て
、
１
日
で
も
早
い
内
示
を
求

め
た
。
23
春
闘
を
皮
切
り
に
、

秋
の
確
定
闘
争
に
向
け
て
、
全

職
員
が
安
心
し
て
働
き
続
け
ら
れ

る
職
場
環
境
の
確
保
に
向
け
て
取

り
組
み
を
強
化
し
て
い
く
。

　

県
職
労
は
、４
月
18
日
告
示
、

23
日
投
開
票
の
矢
巾
町
議
会
議

員
選
挙
に
お
い
て
、
山
本
好
章

さ
ん
（
62
歳
・
無
所
属
・
新
人
）

を
推
薦
決
定
し
た
。
住
民
の
声

を
町
政
に
反
映
し
、
子
育
て
支

援
」「
教
育
環
境
整
備
」「
雇
用

対
策
と
若
者
の
定
住
化
」「
医

療
・
福
祉
・
介
護
の
充
実
」「
ス

ポ
ー
ツ
施
設
の
充
実
」「
持
続

可
能
な
農
業
政
策
の
推
進
」
を

施
策
と
し
て
取
り
組
む
。
必
勝

に
向
け
組
合
員
・
家
族
へ
の
支

持
浸
透
を
お
願
い
す
る
。

人
員
確
保
・
労
働
条
件
を
重
点
に
方
針
確
立

特
別
闘
争
資
金
徴
収
で
更
な
る
運
動
強
化

特
別
闘
争
資
金
徴
収
で
更
な
る
運
動
強
化

２
０
２
３ 

春
闘
勝
利
！

＝
全
職
員
の
組
合
加
入
で
職
場
要
求
を
＝

職
場
実
態
踏
ま
え
た

　
　
　  

増
員
求
め
る

３・
８
春
闘
人
事
課
総
括
課
長
交
渉

勤
務
職
員
を
現
行
の
再
任
用
職

員
と
同
様
に
準
組
合
員
乙
（
再

任
用
等
）
に
定
義
し
、
組
合
員

の
総
合
共
済
に
お
け
る
権
利
を

維
持
し
よ
う
と
す
る
も
の
）、

特
別
闘
争
資
金
の
徴
収
等
を
提

起
。
９
人
の
代
議
員
か
ら
職
場

実
態
を
踏
ま
え
た
補
強
発
言
で

春
闘
方
針
は
採
択
さ
れ
た
。

　

特
別
闘
争
資
金
の
徴
収
に
係

る
提
案
で
は
、
支
部
内
で
の
議

論
を
経
て
、
代
議
員
か
ら
多
数

発
言
が
出
さ
れ
た
。意
見
で
は
、

組
合
脱
退
に
つ
な
が
り
か
ね
な

い
こ
と
、
提
案
時
期
の
遅
れ
や

拙
速
す
ぎ
る
な
ど
の
反
対
意
見

が
出
さ
れ
た
一
方
、
や
む
を
得

な
い
、
よ
り
一
層
の
運
動
強
化

に
活
用
す
る
こ
と
、
特
別
闘
争

資
金
凍
結
後
に
加
入
し
た
組
合

員
か
ら
す
れ
ば
、
組
合
費
の
値

上
げ
と
捉
え
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
可
決
さ
れ
た
後
も
丁
寧
な

説
明
が
必
要
で
あ
る
な
ど
の
発

言
も
出
さ
れ
た
。
様
々
な
発
言

の
後
、
採
決
に
入
り
、
賛
成
多

数
で
可
決
さ
れ
た
。

　

最
後
に
小
田
嶋
委
員
長
の
団

結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で
春
闘
勝
利
に

向
け
意
思
統
一
し
た
。

　

県
職
労
は
、
３
月
８
日
、
当

局
へ
「
春
闘
要
求
書
」
を
提
出

し
、
職
員
が
実
感
で
き
る
改
善

策
を
求
め
全
力
で
取
り
組
む
。

（
代
議
員
発
言
は
裏
面
）

【
お
詫
び
】

　

特
別
闘
争
資
金
徴
収
は
一
時

金
支
給
日
と
説
明
し
ま
し
た

が
、
正
し
く
は
、
６
・
12
月
期

の
月
例
給
支
給
日
の
誤
り
で
す
。

山
本
好
章
さ
ん

を
推
薦山本 好章（62歳）

無所属・新人

４
月
18
日
告
示
・
23
日
開
票
予
定
／
矢
巾
町
議
会
議
員
選
挙

やまもと　よしあき



【
人
員
確
保
】

・
行
財
政
構
造
改
革
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
よ
り
、
職
員
も
組
合
員
も

減
り
、
若
手
職
員
の
仕
事
も
過

重
で
病
み
、
職
場
も
大
変
な
状

況
。
全
て
問
題
の
発
生
は
人
員

　

2
0
2
2
税
務
職
員
協
議
会
総

会
が
３
月
４
日
に
開
催
さ
れ
た
。

　

冒
頭
、鳥
屋
部
会
長
か
ら「
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
に
よ
り
、
３
年
ぶ
り
に
集

合
で
開
催
で
き
た
こ
と
を
嬉
し

く
思
う
。
コ
ロ
ナ
の
保
健
所
支

援
や
鳥
イ
ン
フ
ル
の
防
疫
作
業

支
援
も
あ
り
、
職
員
の
業
務
負

担
が
増
え
る
な
か
、
自
動
車
税

身
体
障
が
い
者
等
に
係
る
課
税

免
除
制
度
の
改
正
や
業
務
支
援

に
係
る
新
シ
ス
テ
ム
の
導
入
な

ど
、
将
来
の
税
務
職
員
が
業
務

を
す
る
に
あ
た
り
、
不
安
を
感

じ
な
が
ら
対
応
し
な
け
れ
ば
い

け
な
い
状
況
が
見
込
ま
れ
る
。

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
、
し
っ
か

り
と
現
場
の
声
を
拾
い
上
げ
、

職
場
実
態
を
踏
ま
え
た
要
求
を

今
後
も
進
め
て
い
く
」
と
あ
い

さ
つ
。

　

総
会
で
は
、
職
場
改
善
要
求

や
実
感
で
き
る
働
き
方
改
革
を

目
指
し
た
取
り
組
み
な
ど
を
柱

と
し
た
運
動
方
針
の
提
起
、
運

営
規
則
の
一
部
改
正
が
あ
り
、

全
会
一
致
で
採
択
さ
れ
た
。

　

税
務
協
議
会
で
は
、
組
合
員

や
職
場
が
抱
え
る
課
題
の
共
有

と
、
職
場
環
境
改
善
を
め
ざ

し
、
取
組
を
強
化
し
て
い
く
。

【
2
0
2
3
税
務
協
役
員
体
制
】

会　
　

長　

佐
藤　

勝
志
（
盛
岡
）

副
会
長　

高
屋
敷
良
光
（
宮
古
）

副
会
長　

長
澤　

萌
基
（
花
巻
）

事
務
局
長　

藤
原　

好
子
（
盛
岡
）

事
務
局
次
長　

高
橋　

未
来
（
県
庁
）

　

２
月
23
日
に
岩
手
教
育
会
館

で
、
３
．
８
国
際
女
性
デ
ー
岩

手
県
集
会
が
開
催
さ
れ
た
。「
世

界
の
問
題
を
女
性
の
視
点
か
ら

考
え
て
み
る
」
と
題
し
て
、
ド

イ
ツ
出
身
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
の
サ

ン
ド
ラ
・
ヘ
フ
ェ
リ
ン
さ
ん
に

講
演
い
た
だ
い
た
。

　

ド
イ
ツ
で
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ

難
民
を
歓
迎
し
、
個
人
宅
で
受

け
入
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
逃

れ
て
き
て
い
る
の
が
女
性
や
子

供
だ
か
ら
と
説
明
。
ウ
ク
ラ
イ

ナ
人
男
性
は
兵
士
と
し
て
徴
兵

さ
れ
る
た
め
出
国
で
き
な
い
現

状
に
あ
り
、
戦
禍
か
ら
逃
れ
ら

れ
ず
、
国
の
た
め
に
犠
牲
に
な
っ

て
い
る
こ
と
が
垣
間
見
え
た
。

　

ま
た
、
イ
ス
ラ
ム
教
徒
の
女

性
が
、
授
業
中
に
ス
カ
ー
フ
を

つ
け
る
こ
と
を
理
由
に
、
教
員

不
採
用
で
あ
っ
た
こ
と
を
受

け
、
ド
イ
ツ
で
は
未
だ
に
ス
カ

ー
フ
を
め
ぐ
っ
て
議
論
が
続
け

ら
れ
て
い
る
こ
と
を
報
告
し

た
。「
ド
イ
ツ
で
は
、
既
婚
女

性
が
口
座
を
新
設
で
き
な
か
っ

た
等
、
古
い
制
度
に
女
性
が
縛

ら
れ
て
き
た
が
、
議
論
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
変
え
て
き
た
。
女

性
の
意
見
を
遮
っ
て
、
男
性
が

割
り
込
む
『
マ
ン
タ
ラ
プ
テ
ィ

ン
グ
』
と
い
う
言
葉
も
日
常
的

に
使
わ
れ
て
い
る
。
日
本
で

は
、
女
性
と
し
て
ど
う
思
う
か

な
ど
話
さ
な
い
。
フ
ェ
ミ
ニ
ス

ト
も
嫌
が
ら
れ
て
い
る
風
潮
が

あ
る
」
と
話
し
た
。
参
加
者
か

ら
は
「
う
る
さ
い
と
言
わ
れ
て

も
、
も
の
が
言
え
る
女
性
に
な

り
た
い
」
と
い
う
声
が
出
さ
れ

た
。

不
足
。
人
員
を
増
や
す
取
り
組

み
を
重
点
的
に
（
久
慈
）。

【
公
舎
料
関
係
】

・
交
渉
は
決
裂
し
た
が
、
当
局

に
責
任
を
押
し
付
け
る
だ
け
で

は
な
く
、
何
が
足
り
な
か
っ
た

の
か
し
っ
か
り
総
括
を（
一
関
）。

【
職
場
改
善
】

・
業
務
効
率
向
上
の
た
め
に

も
、
一
人
一
台
パ
ソ
コ
ン
の
性

能
向
上
を
（
久
慈
）。

・
予
算
不
足
で
公
用
車
等
更
新

が
入
札
不
調
に
。
適
切
な
予
算

配
分
の
要
求
を
（
久
慈
）。

・
電
子
決
裁
シ
ス
テ
ム
の
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
が
、
否
定

的
な
意
見
が
多
か
っ
た
。
全
支

部
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
課

題
改
善
に
つ
な
げ
て
は（
久
慈
）。

・
在
宅
勤
務
で
必
要
な
ネ
ッ
ト

環
境
整
備
の
要
求
を（
一
関
）。

【
諸
手
当
改
善
】

・
鳥
イ
ン
フ
ル
対
応
の
バ
ス
移

動
時
間
に
作
業
説
明
等
研
修
に

あ
て
る
こ
と
で
超
勤
手
当
に
認

め
ら
れ
た
が
、
特
殊
作
業
手
当

が
職
責
に
合
わ
な
い（
県
庁
）。

・
今
の
住
居
手
当
の
上
限
額
で

は
十
分
な
ア
パ
ー
ト
に
入
居
で

き
な
い
。
手
当
改
善
を（
久
慈
）。

【
組
織
拡
大
】

・
加
入
に
係
る
他
県
事
例
を
支

部
に
提
供
を
（
県
庁
）。

・
会
計
年
度
任
用
職
員
の
課
題

改
善
に
つ
な
げ
る
具
体
的
資
料

等
を
自
治
労
本
部
、
県
本
部
に

求
め
て
ほ
し
い
（
県
庁
）。

・
新
採
用
職
員
の
退
職
も
適
切

に
把
握
・
分
析
反
映
を
（
釜
石
）。

・
現
業
組
合
員
の
若
手
育
成
は

急
務
。
組
織
維
持
の
た
め
に
も

手
厚
い
予
算
措
置
を（
盛
岡
）。

・
全
支
部
で
同
様
に
取
り
組
め

る
よ
う
点
検
し
、
困
っ
て
い
る

支
部
の
運
動
支
援
を（
花
巻
）。

【
特
別
闘
争
資
金
の
徴
収
】

・
積
み
立
て
た
資
金
は
目
減
り

す
る
中
で
の
徴
収
は
や
む
な
し

と
判
断
。
組
合
員
の
生
活
向
上

の
た
め
に
し
っ
か
り
使
っ
て
ほ

し
い
（
一
関
）。

・
基
本
的
に
反
対
。
若
手
組
合

員
は
生
活
難
で
、
組
合
費
を
理

由
し
た
脱
退
が
懸
念（
久
慈
）。

・
採
択
を
見
送
り
上
部
団
体
の

活
動
の
内
容
や
成
果
を
組
合
員

に
き
ち
ん
と
説
明
し
納
得
を
得

る
必
要
が
あ
る
。
取
り
崩
し
て

き
た
期
間
が
長
す
ぎ
る（
宮
古
）。

・
基
本
的
に
は
本
部
提
起
に
賛

成
だ
が
、
新
た
に
組
合
費
が
徴

収
さ
れ
る
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て

い
る
方
が
多
い
。
徴
収
す
べ
き

で
あ
る
が
、
10
年
放
置
し
て
き

た
責
任
も
あ
る
。
組
合
を
脱
退

さ
せ
な
い
た
め
に
も
丁
寧
な
説

明
を
（
盛
岡
）。

　

県
南
広
域
振
興
局
土
木
部

　
　
　
　
　
　

高
橋　

大
翔

　

今
回
の
ツ
ア
ー
で
た
く
さ
ん

の
施
設
を
見
学
し
ま
し
た
。
そ

の
中
で
特
に
印
象
に
残
っ
た
場

所
と
、
ツ
ア
ー
を
通
し
て
何
を

感
じ
た
の
か
お
話
し
し
ま
す
。

　

ま
ず
、
印
象
に
残
っ
た
場
所

は
伝
承
館
付
近
の
防
潮
堤
で

す
。
美
し
い
景
色
で
し
た
が
、

震
災
の
こ
と
を
考
え
る
と
津
波

が
襲
っ
て
き
そ
う
で
と
て
も
怖

く
な
り
ま
し
た
。
良
い
景
色
の
は

ず
が
そ
う
は
見
え
な
か
っ
た
の
が

と
て
も
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。

　

私
は
ツ
ア
ー
を
通
し
て
、
被

災
者
も
含
め
て
国
民
全
員
で
考

え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
問
題
だ

と
感
じ
ま
し
た
。
現
地
の
方
は

福
島
で
起
こ
っ
た
事
故
を
繰
り

返
さ
な
い
た
め
に
も
リ
ス
ク
を

少
し
で
も
減
ら
し
た
方
が
良
い

と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し

電
気
の
供
給
が
な
け
れ
ば
生
活

し
て
い
け
な
い
の
が
現
状
で

す
。
福
島
の
事
故
も
踏
ま
え

て
、
今
後
の
原
子
力
発
電
に
つ

い
て
み
ん
な
で
考
え
て
い
き
ま

し
ょ
う
。　

　

県
北
広
域
振
興
局
保
健
福
祉
環
境
部

　
　
　
　
　
　

千
葉　

瑞
起

　

私
は
こ
の
度
、
自
治
労
福
島

ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー
に
参
加
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
回
の

研
修
で
は
、「
東
日
本
大
震
災
・

原
子
力
災
害
伝
承
館
」、「
道
の

駅
な
み
え
」、「
大
熊
町
役
場
」、

「
リ
プ
ル
ン
ふ
く
し
ま
」
へ
訪

問
し
、
震
災
当
時
の
資
料
や
被

災
さ
れ
た
方
の
お
話
を
伺
う
等

し
て
、
福
島
県
の
復
興
の
現
状

や
原
子
力
災
害
に
つ
い
て
学
ん

で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
ニ
ュ
ー

ス
で
は
報
道
さ
れ
な
い
「
未
だ

に
続
く
市
町
村
の
苦
難
」
だ
け

で
な
く
、「
新
し
い
町
へ
の
試

み
」
に
つ
い
て
も
知
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
福
島
県
か
ら
近

い
岩
手
県
に
住
ん
で
い
て
も
、

現
地
に
立
ち
入
る
こ
と
で
し
か

知
り
得
な
い
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
皆
様
も
福
島
県
に
訪
れ
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

県
職
労
新
年
号
ク
イ
ズ
応
募

者
の
抽
選
会
が
３
月
４
日
開
催

の
県
職
労
第
１
２
９
回
臨
時
大

会
で
行
わ
れ
た
。

　

当
選
者
は
次
の
と
お
り
。

特
別
賞

（
全
国
共
通
す
し
券
（
2
0
，
0
0
0
円
））

中
山　

忠
人

（
花
巻
支
部
・
花
巻
県
税
セ
ン
タ
ー
分
会
）

支
部
応
援
賞

県
庁
支
部
賞

（HOTEL 　METROPOLITAN

　
　
　
　
　
　

パ
ウ
ン
ド
ケ
ー
キ
セ
ッ
ト
）

岩
渕　

友
弥（

胆
江
支
部
・
総
務
部
分
会
）

盛
岡
支
部
賞

（
い
わ
ち
く
商
品
詰
め
合
わ
せ
セ
ッ
ト
）

古
川　
　

健

（
宮
古
支
部
・
宮
古
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
分
会
）

二
戸
支
部
賞

（
佐
助
豚
と
小
形
牧
場
牛
の

　
　
　
　
　

二
層
焼
ハ
ン
バ
ー
グ
セ
ッ
ト
）

矢
羽
　々

有（盛
岡
支
部
・
消
防
学
校
分
会
）

本
部
賞

（
食
楽
日
和　

エ
ゴ
マ
調
味
料
セ
ッ
ト
）

工
藤　

聡
介（

釜
石
支
部
・
土
木
部
分
会
）

図
書
カ
ー
ド

遠
藤　

定
義

（
県
庁
支
部
・
農
村
計
画
課
分
会
）

菊
池　

真
吾

（
盛
岡
支
部
・
総
務
事
務
セ
ン
タ
ー
分
会
）

西
澤　

順
史

（
盛
岡
支
部
・
全
国
植
樹
祭
推
進
室
分
会
）

藤
原　

好
子（

盛
岡
支
部
・
県
税
部
分
会
）

遠
藤　

歩
美（

盛
岡
支
部
・
農
政
部
分
会
）

佐
藤　

亮
太

（
胆
江
支
部
・
奥
州
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
分
会
）

高
橋　

伸
明

（
一
関
支
部
・
一
関
県
税
セ
ン
タ
ー
分
会
）

佐
藤　

春
香

（
一
関
支
部
・
農
村
整
備
セ
ン
タ
ー
分
会
）

大
澤　
　

仁

（
一
関
支
部
・
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー
分
会
）

川
又　

翔
子

（
二
戸
支
部
・
二
戸
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー
林
務
室
分
会
）

代
議
員
の
主
な
発
言

現場の声を拾い上げ、改善実現を
＝3.4 税務職員協議会総会＝

新
年
号
ク
イ
ズ

     

当
選
者
決
定
!!

も
の
言
え
る
女
性
に
な
り
た
い

３
．
８
国
際
女
性
デ
ー
岩
手
県
集
会

県
職
連
合
第
33
回
・

県
職
労
第
129
回
臨
時
大
会

自
治
労
青
年
部

福
島
ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー
に
参
加
し
て

▲国際女性デー岩手県集会の参加者で記念撮影

▲津波の被害があったが、今は美しい海の景色

▲「立ち入り禁止」の向こう側にあるまだ新しい一軒家

▲３年ぶりに集会で開催された税務職員協議会のようす

▲各支部の代議員からは、多くの議論が交わされた

岩　　　手　　　県　　　職　　　労第1620号（昭和34年４月１日第三種郵便物認可） 2023年3月15日（２）


